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JNI 2 Gb PCI Single/Dual Port FC 
HBA のご使用にあたって

このマニュアルでは、出版された製品マニュアルには含めることができなかった、
JNI 2 Gb PCI Single/Dual Port FC HBA に関する重要な情報について説明します。こ
のマニュアルで、JNI 2 Gb PCI Single/Dual Port FC HBA の取り付けおよび操作に影
響を与える可能性のある問題や要件を確認してください。

� 2 ページの「製品の新しい機能」
� 3 ページの「システム要件」
� 6 ページの「バグ」
� 8 ページの「ポート単位で Solaris 用 Sun StorEdge Traffic Manager を無効にする

方法」
� 9 ページの「hbamap スクリプト」
� 12 ページの「サポート情報」
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製品の新しい機能
JNI 2 Gb PCI Single/Dual Port FC HBA は、JNI JNIC-1560 ファイバチャネルコント
ローラ用 ASIC に基づいて、JNI 社 (米国カリフォルニア州サンディエゴ) が開発した
新しい製品です。これらの HBA は、Sun StorEdge™ SAN Foundation ソフトウェア 
4.2 に対応するように、固有のドライバを使用してサン用に作成されたものです。
JNIC-1560 コントローラによって、さまざまなファイバチャネル要件を満たすための
機能が HBA に提供されています。

制限事項

JNI 2 Gb PCI Single/Dual Port FC HBA は、次のものをサポートしていません。

� Sun StorEdge Enterprise Storage Manager

� Sun StorEdge Enterprise Backup Software

� Sun Solstice Backup™

� FCIP (IP over Fibre Channel)

luxadm

今回のリリースの JNI 2 Gb PCI Single/Dual Port FC HBA では、fcode_download 
サブコマンドを除いて、すべての luxadm コマンドがサポートされています。

FCode

JNI HBA では、実際に使用する FCode が読み込まれた状態で提供されます。このた
め、取り付け作業の一部として、FCode をダウンロードする必要はありません。

各 HBA に読み込まれている FCode の現在のバージョンを確認する必要がある場合
は、/var/adm/messages ファイルを調べてください。各 JNI HBA の FCode の
バージョンは、起動時に /var/adm/messages ファイルに記録されます。将来、
FCode のアップグレードが必要になった場合は、インストールソフトウェアと一緒
に適切なユーティリティーが提供されます。

また、この方法以外に、hbamap スクリプトを使用して FCode のバージョンを確認
することもできます。この方法は、/var/adm/messages ファイルが更新され、起
動の際に記録されたメッセージが消失した場合に役立ちます。hbamap スクリプトの
詳細は、9 ページの「hbamap スクリプト」を参照してください。
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システム要件
JNI 2 Gb PCI Single/Dual Port FC HBA を使用するには、特定のソフトウェアパッ
ケージとパッチが必要です。パッチをインストールする前に、適切なパッケージをイ
ンストールする必要があります。

オペレーティングシステムの要件

Solaris 8 Update 4 以上のオペレーティングシステムが必要です。

必要なパッケージ

使用している SAN でサポートされている Solaris OS 用の Sun StorEdge SAN 
Foundation ソフトウェア 4.2 に対する特定のソフトウェアパッケージとパッチが必
要です。これらのパッケージの検索およびダウンロード、インストールについては、
『Sun StorEdge SAN Foundation Software 4.2 Installation Guide』(817-1244)  を参
照してください。

サンの Solaris オペレーティングシステムのバージョンに合わせて、適切な JNI HBA 
ドライバをダウンロードしてください。このドライバは、サンのダウンロードセン
ター (SDLC) から入手できます。表 1 にパッケージを示します。 

表 1 パッケージおよび README ファイル

SDLC パッケージ
アーカイブの説明

パッケージアーカイブファイル名 内容

Solaris 8 JNI 2 Gb PCI 
HBA パッケージ

s8_san4.2_jni_support_packages.tar.Z SUNWjfca、SUNWjfcax、
SUNWjfcau、SUNWjfcaux 
パッケージ

Solaris 9 JNI 2 Gb PCI 
HBA パッケージ

s9_san4.2_jni_support_packages.tar.Z SUNWjfca、SUNWjfcax、
SUNWjfcau、SUNWjfcaux 
パッケージ

JNI 2 Gb PCI HBA 
パッケージ README

README_san_4.2_jni_support.txt インストールに関する説明
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� パッケージをダウンロードする

1. http://www.sun.com/storage/san にアクセスします。

2. 「Get the Software」まで下にスクロールして、「Sun StorEdge SAN 4.2 release 
Software/Firmware Upgrades and Documentation」をクリックします。

3. ユーザー名およびパスワードを入力して、「Login」をクリックします。

まだユーザー登録を行っていない場合は、表示された指示に従ってください。

4. サンのダウンロードセンターで、「Sun StorEdge SAN 4.2」にアクセスします。
「Optional」の下にある「JNI 2 Gb PCI HBA package README file」をクリックし
て、指示を印刷します。

5. 表 1 に示されたいずれかのパッケージをクリックし、保存のダイアログボックスで
保存先ディレクトリを指定します。

� パッケージをインストールする

� JNI 2 Gb PCI HBA パッケージの README ファイルの指示に従います。
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必要なパッチ

注 – パッケージは、パッチより先にインストールしてください。

サンの Solaris オペレーティングシステムのバージョンに合わせて、適切な JNI HBA 
パッチをダウンロードしてください。パッチは、SunSolve™ Web サイトで入手でき
ます。表 2 に、パッチとその簡単な説明を示します。 

� パッチをダウンロードする

1. SunSolve (http://www.sunsolve.sun.com) にアクセスします。

2. 「Patch Portal」をクリックします。

3. 「PatchFinder」の下で、適切なパッチを入力します。

バージョンを入力する必要はありません。パッチ検索では、自動的に最新バージョン
が検索されます。

4. パッチが適切であるかを確認して、画面を印刷します。このページには、インストー
ルに関する指示が含まれています。

5. 「[Download Patch (nn,nnn bytes) HTTP FTP]」をクリックします。

� パッチをインストールする

� 114877 または 114878 パッチファイルの指示に従います。

表 2 パッチ

パッチ 説明

114877-01 Solaris 8 OS 用の JNI 2 Gb PCI HBA パッチ

114878-01 Solaris 9 OS 用の JNI 2 Gb PCI HBA パッチ
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バグ
次に、優先度 (P) および重要度 (S) の順にバグを示します。

� バグ 4842383 (P2/S3) : 接続されている装置が Sun StorEdge Traffic Manager ソ
フトウェアでサポートされていない場合は、ホストの起動に時間がかかる可能性
があります。サポートされていない装置には、テープ装置や、mp_support が 
mpxio オプション以外に設定されている Sun StorEdge T3 および T4 アレイなど
があります。

回避策 : システムが起動するまで待つか、起動する前にサポートされていない装置
の接続を切り離します。システムが起動されたら、装置を接続してください。

� バグ 4849458 (P2/S2) : Sun StorEdge Traffic Manager ソフトウェアでサポートさ
れていない装置で、ケーブルの抜き差しを繰り返すと、devfsadm パニックが発
生します。

回避策 : 

� 必要でないかぎり、サポートされていないテープ装置からケーブルを外さない
でください。

� ケーブルを外す前に、テープ装置を構成から外します。

� バグ 4854863 (P2/S3) : ホストが構成されたあとで、JNI HBA ケーブルを外した
り再接続したりするなど、ファブリックの構成を変更すると、システムパニック
が発生する可能性があります。

回避策 : ホスト上の任意の装置を切り離し、再構成してから、物理的にケーブルを
再接続します。その後、装置を再構成してください。

� バグ 4866127 (P2/S3) : すべてのオプションを選択すると、jnitest (一連の 
SunVTS™ テストの一部) が失敗します。

回避策 : この問題は、通常の HBA の操作では発生しません。JNI HBA でループ
バックテストを実施する場合は、ループバックケーブルの代わりにループバック
コネクタを使用してください。
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� バグ 4870540 (P3/S4) : 現在の jfca ドライバは、トポロジを自動的に検出しませ
ん。トポロジは、jfca.conf ファイル内で設定されている必要があります。デ
フォルトでは、すべての JNI ポートのトポロジはファブリックに設定されます。
ドライバは、すべてのポートが F_Port としてファブリックスイッチに接続されて
いるとみなします。jfca.conf ファイルでは、ポートまたはシステム全体を単位
としてトポロジを設定できます。

回避策 : 次のいずれかのオプションを実行します。

� システム全体に対するトポロジの設定

すべての jfca ポートをプライベトループトポロジで接続するには、jfca.conf 
ファイルに次の設定を記述します。

� FcLoopEnabled = 1;

� FcFabricEnabled = 0;

すべての jfca ポートをファブリックトポロジで接続するには、jfca.conf 
ファイルに次の設定を記述します。

� FcLoopEnabled = 0;

� FcFabricEnabled = 1;

� ポート単位でのトポロジの設定

ポート単位でトポロジを設定するには、HBA ポートの固有のノード名 
(WWNN) を取得する必要があります。

� 9 ページの「hbamap スクリプト」で説明する hbamap スクリプトを使用し
て、固有のポート名 (WWPN) を取得します。

� WWPN の先頭の番号の「2」を「1」に置き換えると、WWNN になりま
す。後述のように、JNI HBA の背面に貼られているラベルを確認してくだ
さい。

注 – WWNN は、起動時のシステムメッセージを確認することによって取得するこ
ともできます。これらのメッセージは、/var/adm/messages ファイルにも記録さ
れます。

jfca ドライバをはじめて起動すると、各ポートの WWNN が出力されます。た
とえば、次のように出力されます。

この出力では、jfca6 に 100000017300DECD という WWNN が割り当てられて
いることがわかります。JNI HBA の背面には、ポートの WWNN が記述された
ラベルがポートごとに貼られています。出力された値とこのラベルを比較し
て、指定されたポートの jfca 番号を確認してください。jfca.conf ファイル

jfca6: WWNN: 100000017300DECD WWPN: 20000017300DECd
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では、この jfca 番号を使用して特定のポートに対するトポロジを設定すること
ができます。たとえば、jfca 番号が 6 (jfca6) の場合は、次のように設定しま
す。

jfca6 ポートをプライベトループモードで接続するには、次の設定を記述しま
す。

� jfca6-FcLoopEnabled = 1;

� jfca6-FcFabricEnabled = 0;

jfca6 ポートをファブリックモードで接続するには、次の設定を記述します。

� jfca6-FcLoopEnabled = 0;

� jfca6-FcFabricEnabled = 1;

ポート単位で Solaris 用 Sun StorEdge 
Traffic Manager を無効にする方法
Solaris 用の Sun StorEdge Traffic Manager は、指定された JNI 2 Gb PCI 
Single/Dual Port FC HBA ポートに対して、有効または無効にすることができます。
この機能については、次の 2 つのエントリがあります。

� mpxio-disable=”no”

� mpxio-disable=”yes”

注 – デフォルトでは、すべてのポートが mpxio-disable=”no” に設定されていま
す。

次の例では、ボックス内に示した 1 行を jfca.conf ファイルに追加して、ポート単
位でマルチパス入出力機能を無効にする場合の構文を示しています。指定のデバイス
名が jfca.conf ファイルに追加する行にどのように使用されるかについても示して
います。 

/device/pci@6,2000/SUNW,jfca@2/fp@0,0:devct1

name=”jfca” parent=”/pci@6,2000” unit-address=”2” mpxio-disable=”yes”;
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hbamap スクリプト
このスクリプトは、システム内のファイバチャネル HBA に関する情報を出力しま
す。

*************(続く)*************

#!/bin/ksh
#######################################################################
## Script to map out HBA info of all SAN 4.2 or later HBAs on the system.
## - Controller number
## - qlc or jfca instance 
## - Port WWN
## - ISP chipset or JNI model number
## - FCode version
## - Connection status
## - device path
##
## This script may break if you do not have SUNWsan and SFK installed
## along with all the appropriate patches.  Minimum OS should be
## Solaris 8, Update 4. 
##
#######################################################################

function map_hba_info {

printf "%-4s" "$CNUM" ; printf "%-7s" "$DRIVER$INST" ; printf "%-18s" "$WWN" ; \
printf "%-10s" "$MODEL" ; printf "%-9s" "$FCODE" ; printf "%-15s" "$STATUS" ; \
printf "$CPATH"

}

LUXOUTPUT=‘luxadm -e port‘
HBACOUNT=‘echo "$LUXOUTPUT" | egrep -c ’qlc|jfca’‘
CONNECTEDCOUNT=‘echo "$LUXOUTPUT" | egrep ’qlc|jfca’ | grep -v NOT | wc -l | bc‘

if ‘test $HBACOUNT = 0‘
 then
  echo "FOUND PATH TO $HBACOUNT FC SAN 4.X HBA PORTS"
  echo
  exit
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*************(続く)*************

fi

HBACOUNTER=1
QLCCOUNTER=1
JFCACOUNTER=1

echo
echo "FOUND PATH TO $HBACOUNT FC SAN 4.X HBA PORTS"
echo
echo "C#  INST#  PORT WWN          MODEL     FCODE    STATUS         DEVICE PATH"
echo "--  -----  --------          -----     -----    ------         -----------"

for i in ‘echo "$LUXOUTPUT" | grep CONNECTED | awk ’{print $1}’‘
 do
  if echo $i | /usr/xpg4/bin/grep -q qlc
   then
    CONTROLLER=‘echo "$i" | cut -f1 -d:‘
    CNUM=‘ls -l /dev/cfg | grep $CONTROLLER | awk ’{print $9}’‘
    CPATH=‘dirname "$CONTROLLER" | nawk -F/devices ’{print $NF}’‘
    DRIVER=qlc
    INST=‘grep '$CPATH' /etc/path_to_inst | grep '$DRIVER' | awk ’{print $2}’‘
    STATUS=‘echo "$LUXOUTPUT" | grep $i | awk ’{print $2,$3}’‘
    LIST=‘prtconf -vp‘
    WWN=‘echo "$LIST" | grep port-wwn | head -$QLCCOUNTER | tail -1 | \
        awk ’{print $NF}’| sed ’s/Ž//’‘
    MODEL=‘echo "$LIST" | egrep "”sf”|”FC100|”ISP" | head -$QLCCOUNTER | \
          tail -1 | awk ’{print $2}’| awk -F” ’{print $NF}’‘
    FCODE=‘echo "$LIST" | egrep "”sf”|”FC100|”ISP" | head -$QLCCOUNTER | \
          tail -1 | nawk -FDriver: ’{print $NF}’ | awk ’{print $1}’‘
    QLCCOUNTER=‘expr $QLCCOUNTER + 1‘
    map_hba_info
    echo
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 else
    if echo $i | /usr/xpg4/bin/grep -q jfca
     then
      CONTROLLER=‘echo "$i" | cut -f1 -d:‘
      CNUM=‘ls -l /dev/cfg | grep $CONTROLLER | awk ’{print $9}’‘
      CPATH=‘dirname "$CONTROLLER" | nawk -F/devices ’{print $NF}’‘
      DRIVER=jfca
      INST=‘grep '$CPATH' /etc/path_to_inst | grep '$DRIVER' | awk ’{print $2}’‘
      STATUS=‘echo "$LUXOUTPUT" | grep $i | awk ’{print $2,$3}’‘
      LIST=‘prtconf -vp‘
      WWN_HI=‘echo "$LIST" | grep my_wwn_hi | head -$JFCACOUNTER | tail -1 | awk 
’{print $NF}’‘
      WWN_HI_2=‘echo "$WWN_HI" | cut -c2-8‘
      PWWN_HI="2$WWN_HI_2"
      WWN_LO=‘echo "$LIST" | grep my_wwn_lo | head -$JFCACOUNTER | tail -1 | awk 
’{print $NF}’‘
      WWN="$PWWN_HI$WWN_LO"
      MODEL=‘echo "$LIST" | grep FCX | head -$JFCACOUNTER | tail -1 | awk ’{print 
$2}’ | \
            awk -F” ’{print $2}’ | nawk -F-L ’{print $1}’‘
      FCODE=‘echo "$LIST" | grep fcode_revision | head -$JFCACOUNTER |  tail -1 | \
            awk -F” ’{print $2}’ | awk ’{print $NF}’‘
      JFCACOUNTER=‘expr $JFCACOUNTER + 1‘
      map_hba_info
      echo
     else
      HBACOUNTER=‘expr $HBACOUNTER + 1‘
      QLCCOUNTER=‘expr $QLCCOUNTER + 1‘
    fi
  fi
done
echo
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サポート情報
この製品のインストールまたは使用方法については、ご購入先に問い合わせるか、次
の URL で参照してください。

http://www.sun.com/service/contacting/index.html
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